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＜事務局長から＞ 新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたし

ます。4 月には大津市センターの指定を受けて 3 年目に入ります。昨年は、エコフェスタ

や環境情報合同交流会など新しい取り組みがありましたが、今年も更に発展させていきた

いと思います。そして大津市も推進される SDGs の取り組みによって、環境を含め持続可

能なまちづくりに寄与していきたいと思います。 

■トピックス                                                    

○講座「エコドライブを実践しよう！」を開催しました 

JAF 日本自動車連盟の協力を得て、11 月 4 日にふれあい

プラザにてエコドライブ理論講座を開催しました。さらに、

11 月 14 日には月の輪自動車教習所にてエコドライブ体験

講座に参加しました。 

理論講座では、ゆとりのある運転が燃費改善や CO2 排出

削減に大きく貢献するだけでなく、安全にもつながること

を、動画やクイズを交え解説されました。体験講座では、は

じめに各自の普段の運転状況で教習所内を走行して瞬間燃

費を計測した後、エコドライブ運転の講義を受けました。次いでエコドライブ実技演習を受け、再び各自の燃

費を計測しました。最後にインストラクターから個別アドバイスを受け終了しました。やはりエコドライブも

知識として知っているだけでは実践につなげるのは難しく、効果を見える化した体験をすることが大事ですね。 

○「2017 大津市環境情報合同交流会」を開催しました 

11 月 18 日、ピアザ淡海にて、「交流」に重点を置いて衣

替えした「2017 大津市環境情報合同交流会 びわ湖を守り

地球環境を守るネットワークを作ろう」を開催しました。 

第 1 部では、出展 16 団体が各々の展示パネルを介して自

由に交流しました。第 2 部は、初めに滋賀県琵琶湖環境科

学研究センターセンター長の内藤正明氏から基調講演「琵

琶湖と地球の環境をどう保全するか」があり、これまでの化

石燃料浪費による経済発展からの転換の重要性を説かれま

した。次いで、全員が「びわ湖を守る」「食品ロスの減少」「気候変動の影響への適応」「環境と経済の両立」の

4 グループに分かれてディスカッションし、最後に各グループの結果報告で閉会となりました。従前の交流会の

ようなアトラクションはありませんが、新たなつながりの出来た方が 8 割に達し、実り多い会になりました。 

○「大津市熱心まちづくり出前講座」を開催しました 

11 月 23 日、石場自治会館で省エネについての出前講座

を開催し、石場サンクラブから 20 名が参加されました。 

挨拶と講座概要説明の後、おおつ環境フォーラムの文室

美智子氏から「台所からのエコ」と題して、買い物、食材選

び、調理、ごみ減量化、残り物の活用、食材保存方法などに

ついての講演がありました。講師手作りのお茶殻ホットケ

ーキの試食もありました。続いて、同 林幹朗氏から気候変

動の影響、省エネ方法、太陽光発電の建設コストや固定価格

買取制度、LED 照明のコストや取り換えにあたっての注意点を解説いただきました。LED 照明は目に悪くない

かや台所の工夫について質問がありました。最後に、うちエコ診断の募集と冬版エコライフデーの実施予定（石

場自治会も対象地区）を PR し、ご協力をお願いして散会しました。 
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○「三方よしエコフェア」に出展しました 
12 月 9 日、ピアザ淡海にて「三方よしエコフェア 2017」

が開催され｢家庭から エネルギーをつくる、エネルギーをへ

らす｣がテーマの｢エネルギー体験ひろば｣に出展しました。 

手回し発電機を用いた LED 照明の省エネ効果実演や環境

マネジメントシステムの紹介を行いました。会場ではエコサ

イエンスショーや子どもエコ座談会の公演や展示・販売ブー

ス、飲食ブースもあり大勢の方が訪れてくださいました。 

○「これからの家庭ごみ利活用を考えるシンポジウム」を開催しました 

12 月 10 日、木戸市民センターにて「これからの家庭ごみ

利活用を考えるシンポジウム」を開催しました。 

シンポジウムは、大津市の家庭ごみ減量化の現状報告か

ら始まりました。今年は資源ごみ混入が増え、増加に転じた

とのこと。次いで株式会社日映志賀さんが生ごみ堆肥化循

環システムを紹介されました。生ごみを燃やさず、資源化で

きるのはうれしいですね。生活環境評論家の松田美夜子氏

は、持続可能な社会に向けた循環型社会づくりの大切さ、そ

のための取り組み；市民と行政、事業者が協力して創る地域の特性に合わせた食品ロス削減について、を話さ

れました。また、岡山県真庭市の藤田浩史氏からは、これまでのごみ処理費用より経済的な実証実験中のバイ

オマス循環システムについて事例発表がありました。その後のパネルディスカッションでも熱い議論が交わさ

れました。環境負荷を低減し効率の良い経済社会を構築するために、家庭ごみの利活用は重要な課題です。 

■プロジェクト等からの活動報告・お知らせ                                    

≪生ごみリサイクルプロジェクト≫ 

12 月 15 日、EM ボカシ作りを行いました。11 月
の研修会参加者から 4 名が新たに加わりました。 

稲津市民農園の刈草・野菜クズの処理で近隣の方
から苦情をいただきました。再発防止に努めます。 

≪ビオトーププロジェクト≫ 

12 月 17 日、寒空の下、池の畔を補修しました。
10 月の台風で畦の一部が押し流され、下の田へ落と
されていた大量の石を拾い集め、土嚢で応急処置を
行いました。続きは来年 2 月の活動日に行います。 

≪里山保全プロジェクト≫ 

数本の桜が猪によって掘り起こされていたので、
修復しました。カブトムシの産卵床を確認したとこ
ろ産卵が見られませんでした。改善が必要です。 

≪エコライフデー運営支援チーム≫ 

平野学区で冬版の実施説明を行い、チェックシー
トを配布しました。集計は 1 月。夏休みに「小学生
版」を実施していただいた膳所小学校 4 年生にイン
タビューしました。無駄な照明を消すようになった
そうです。詳細は「センター通信」1 月号に。 

■これからのフォーラム活動                                     
 

＊大津市センター；大津市地球温暖化防止活動推進センター（明日都浜大津 4F） 
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菜の花 1 月 24 日(水)  13：30 大津市センター∥会議 

ビオトープ 1 月 21 日(日)  9：00 春日山ビオトープ∥池の周囲の護岸作業 

里山保全 1 月 22 日(月)  10：00 春日山公園∥定例会、作業 

エネルギー 1 月 9 日(火)  10：00 大津市センター∥定例会議 

ӦԌᵓʾם“Ў˔ЭʾⱧỘ    

地球温暖化防止事業実行チーム 1 月 15 日(月)  10：00 中央市民センター∥うちエコ診断 

おおつ市民環境塾実行チーム 1 月 25 日(木)  10：00 大津市センター∥会議 

おおつエコフェスタ実行チーム 1 月 30 日(火)  13：00 大津市センター∥会議 

自然家族事業南部版実行チーム 1 月 30 日(火)  10：00 大津市センター∥会議 

エコライフデー運営支援チーム 1 月 23 日(火)  13：00 大津市センター∥集計説明会、仕分け 

里湖づくり事業実行チーム 
1 月 12 日(金)  9：30 琵琶湖環境科学研究センター∥調査活動 

1 月 19 日(金)  9：30 琵琶湖環境科学研究センター∥湖底耕耘 

事業部 KES 普及推進グル－プ 1 月 25 日(木)  14：00 生涯学習センター∥審査員グループ定例会魏 


